
 

生命科学・医学系研究実施のお知らせ 

東京慈恵会医科大学倫理委員会の審査を受け、以下の研究を実施しております。 

本研究に関する内容の詳細等、お知りになりたい方は下記【問い合わせ先】までご連絡ください。なお、試料・

情報が本研究に用いられることについて、研究の対象となる方（もしくは代理人の方）にご了承いただけない場

合は研究対象から除外いたしますので、下記【問い合わせ先】までお申し出ください。 

【研究課題名】 
腹部ステントグラフト内挿術後、遠隔期開腹手術症例に対する 

後ろ向き観察研究 

1.研究の目的と方

法 
腹部大動脈瘤または総腸骨動脈瘤に対するステントグラフト内挿術後の遠隔期

に、開腹手術による追加治療が必要になる危険因子を探索的に検討することを目

的とします。 

2.研究期間 倫理委員会承認日～2028年 3月 31日まで、研究の実施を予定しています。 

3.対象となる方等 2007年 1月 1日～208年 3月 31日の間に 当院にて腹部ステントグラフト内挿術を受

けられ、術後に開腹手術を受けられた方。 

4.研究に利用する

試料・情報につ

いて 

(1)試料の種類 試料は使用しません。 

(2)試料の取得

の方法 
試料は使用しないため、該当しません。 

(3)情報の種類 背景因子、身体所見、動脈瘤形状、術中所見、術後経過項目、開

腹手術所見 

(4)情報の取得

の方法 
診療録から診療時のデータを収集します。 

5.研究の実施体制 あなたの試料・情報は、以下の研究者が研究のために利用します。 

試料・情報は、(3)の管理責任者が責任をもって、保管・管理します。 

(1)当施設の 

研究責任者

または研究

代表者 

研究機関名 大阪大学医学部附属病院 卒後教育開発センター 

氏名 三宅 啓介 

(2)当施設の長 大阪大学医学部附属病院 野々村 祝夫 

(3)当施設の 

試料・情報の

管理責任者 

(1)の研究責任者と同じ 

(4)共同で研究

を実施する

施設とその

責任者 

旭川医科大学 血管外科 講師 菊地信介 

（機関の長：学長 西川 祐司） 

東京大学 血管外科 助教 白須拓郎 

（機関の長：附属病院 病院長 田中 栄） 

慶應義塾大学 血管外科 准教授 尾原秀明 

（機関の長：慶應義塾大学医学部長 金井 隆典 

附属病院 病院長 松本 守雄） 

浜松医科大学 第二外科 病院講師 佐野真規 

（機関の長：学長 今野 弘之） 

札幌医科大学 心臓血管外科 講師 柴田豪 



 

（機関の長：病院長 土橋 和文） 

九州大学 血管外科 助教 森崎浩一 

（機関の長：病院長 中村 雅史） 

川崎医科大学 心臓血管外科 助教 桒田憲明 

（機関の長：学長 砂田 芳秀） 

愛知医科大学 血管外科 准教授 折本有貴 

（機関の長：病院長 道勇 学） 

山口大学 血管外科 助教 竹内由利子 

（機関の長：病院長 松永 和人） 

東京慈恵会医科大学 血管外科 助教 福島宗一郎 

（機関の長：学長 松藤 千弥） 

総合病院土浦協同病院 血管外科 内山英俊 

6.試料・情報を他

機関とやり取り

することについ

て 

この研究で収集・取得された試料・情報は、患者さんのお名前やカルテ番号など

の個人情報を削除し、新たに研究用の IDや番号をつけてから、5(1)に記載された

研究代表者のもとに、以下の方法で集められます。 

提供方法：追跡可能な方法で郵送、パスワードを掛けた電子ファイルをメール送

付、セキュリティのかかったクラウド上にアップロード 

試料・情報の利用または提供予定開始日：2024年 5月頃～ 

 

 

【問い合わせ先】  機関名：大阪大学医学部附属病院 

研究責任者：助教 三宅 啓介(みやけ けいすけ)  

電話番号：06-6879-5111（内線 3154） 

対応時間：平日 9：00～16：00 

※利用する情報等からは、お名前、住所、電話番号、カルテ番号など、個人を特定できる情報は削除いたします。 

研究成果を学会や論文で発表する際も個人が特定できる情報は利用いたしません。 


